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研究成果の概要（和文）：  本研究は，平等と分配的正義と福祉に関する思想が，古代から近代までどのように発展し
てきたかを，プラトン，アリストテレス，トマス・ホッブズ，デイビッド･ヒューム，アダム・スミスを中心に検討し
た。とくにプラトンとアリストテレスの「2種類の平等」論とそれに基づく分配的正義論を，近代の思想家たちがどの
ように継承したかに注目して考察した。

研究成果の概要（英文）：This study examined the egalitarian tradition in the history of social and economi
c thought, especially focusing on Plato, Aristotle, Thomas Hobbes, David Hume, and Adam Smith.
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１．研究開始当初の背景 
 現代世界における不平等の拡大を背景と

して，平等，正義，福祉などをめぐって内外

で理論的・思想的・実証的研究が発展してい

る。しかし平等論の思想史的研究は一部の思

想家に集中しがちであり，古代のプラトンや

アリストテレス，近代のトマス・ホッブズや

デイビッド・ヒュームらの平等論の検討はほ

とんどなされていない。またアダム・スミス

研究では，スミスを不平等容認論者とみなす

旧来の通説とスミスの平等論に注目する新

しい研究潮流が並存しているが，スミスの平

等論を思想史に位置づける研究は少ない。 
 
２．研究の目的 
 本研究は，平等と分配的正義と福祉に関す

る思想が，古代から近代までどのように発展

してきたかを，プラトン，アリストテレス，

トマス・ホッブズ，デイビッド・ヒューム，

アダム・スミスを中心に検討する。とくにプ

ラトンとアリストテレスの「2 種類の平等」

論とそれに基づく分配的正義論を，近代の思

想家たちがどのように継承したかに注目し

て考察する。 
 
３．研究の方法 
(1)プラトンとアリストテレスの正義論およ

び平等論の全体を比較考察して，両者に共通

する古代の正義論および平等論の特質を検

出する。 

 

(2)とくにプラトンとアリストテレスの政体

論に注目して，分配的正義論と平等論の関連

を検討する。 

 

(3)古代の正義論と平等論を，ホッブズ，ヒ

ューム，スミスらの近代の正義論および平等

論と比較考察して，両者の間の継承と発展の

関係を明らかにする。 

 

４．研究成果 
（1）プラトンの正義論および平等論の考察 
 プラトンの正義論および平等論について，

君主政・貴族政・寡頭政・民主政の各政体（国
制）における参政権の平等な分配の問題を中
心に考察した。とくに分配的正義論と「2 種
類の平等」（単純平等と比例的平等）論との
関連に注目して，平等論を考察した。 
 
(2)アリストテレスの正義論および平等論の
考察 
 アリストテレスの正義論と平等論が，プラ
トンの分配的正義論と「2 種類の平等」論を
どのように継承し発展させたかについて検
討した。とくに比例的平等論としての分配的
正義論における価値相対主義と直観主義に
注目して考察した。 
 
(3)トマス・ホッブズの正義論および平等論
の考察 
 ホッブズ『リヴァイアサン』の正義論（自
然法論）と平等論を，アリトステレスの思想
の批判と継承という観点から検討した。とく
にホッブズ『リヴァイアサン』における第 2
自然法と第 10 自然法の関係に注目して，『法
の原理』『市民論』『リヴァイアサン』の 3著
作を比較して，理論的発展過程を考察した。 
 またホッブズ平等論を基礎づける規範原
理として，自己保存の利己主義的原理と「福
音書の法」（黄金律）の直観主義的原理とが
あり，両原理はプラトン『法律』やアリスト
テレス『弁論術（レトリケ）』における説得
術の批判的継承であることを明らかにした。 
 
(4)アダム・スミスの貧困論と福祉論の考察 
 アダム･スミスの貧困と福祉の思想をめぐ
って，①「富」「富裕」「福祉」などの諸概念
の比較，②「必要」「必需品」「便益品」など
の諸概念の発展と変化，③貧困の自己責任論
と国家責任論の区別と関連，③スミスとマン
デヴィルの貧困原因をめぐる論争などにつ
いて考察した。 
 
(5)デイビッド･ヒュームとアダム・スミスの
社会契約論批判と統治原理論の考察 
 ヒュームとスミスの社会契約論批判を比
較し，①統治原理論におけるアリストテレス
的徳論のヒュームとスミスにおける受容の
差異，②社会契約論批判におけるルソーとス
ミスの関係，③抵抗権論と公平な観察者論の
関係，④『国富論』における社会契約論批判
の意義，などについて考察した。 
 
(6)アダム・スミスの分業論と人間発達論の
考察 
 スミスの分業論を，人間発達における平等
という観点から，マルクスの分業論と比較し
て考察した。人間の全面発達の理念に関して，
マルクスは分業を全面否定するのに対して，
スミスは就業前教育・労働の知的専門性・余
暇時間などを条件として分業を肯定した。 
 
(7)アダム・スミスの農工分業論と賃金論の



考察 
 スミスの農工分業論と賃金論を，有効需要
と平等の関係に留意して検討した。スミスは，
高賃金（平等な所得分配）が総需要を拡大す
る効果を認識していたが，生産的労働を不生
産的労働よりも重視するために，高賃金が生
産的労働者の労働生産性を高めるという供
給サイドの効果を強調したと考えられる。 
 
(8)アダム・スミスの社会的自由主義の考察 
 『国富論』における①高利禁止などの金融
規制政策と，②税制を通じた所得再分配政策
とを考察して，スミスが平等を重視する「社
会的自由主義」の先駆者であることを明らか
にした。 
 
(9)アダム・スミスの平等論の考察 
 スミスの平等論について，①出来高賃金，
③未開社会と文明社会の比較，③所得分配の
長期的動態，④課税による所得再分配，の 4
点を中心に考察して，かれの平等論の全体像
を検討した。 
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